
2017年度 建設学科 卒業研究発表会

建物総合診断システムの開発と適用

（その２）チェック方式による診断システムの開発

2018年1月27日
長谷川研究室

太田 昂弥



システム開発

（その１）
開発コンセプトとシステム設計

（その２）
チェック方式による診断システムの開発

具体化 Excel
簡便性
即時性



発表の流れ

診断システムの構成と階層構造
チェックシートの作成
レーダーチャートとスコア
デモンストレーション
まとめ

（その３）へ続く

❶

❷

❸

❹

❺



診断シートの構成と階層構造

表示シート 集計シート チェックシート

・建物概要
・診断条件
・クライテリア
・レーダーチャート

・細項目重み：𝑤𝑖
・スコア：𝑠𝑖
・項目重み：𝑊𝑘
・総合評点：𝑆

計算表示

診断シートの構成と階層構造 チェックシートの作成 レーダーチャートとスコア デモンストレーション まとめ （その３）



チェックシートの作成

反映

診断シートの構成と階層構造 チェックシートの作成 レーダーチャートとスコア デモンストレーション まとめ （その３）



レーダーチャートとスコア

点数 ランク クライテリア
0～1 1 健全性はかなり高い
1～2 2 健全性は比較的高い
2～3 3 健全性は中位
3～4 4 健全性は比較的低い
4～5 5 健全性はかなり低い

■診断ランク

𝑒𝐾 = 

𝑖

𝑠𝑖 ×𝑤𝑖

 

𝑖

𝑤𝑖 = 1.0

・・・（１）式

0 ≤ 𝑠𝑖 ≤ 5

・計算式（レーダーチャート）
診断項目 診断細項目 調査項目 調査スコア 評価細項目スコア 細項目重み 評価項目スコア 評価項目重み 総合スコア

(1-a)設計年代(RC造) 1

(1-b)設計年代（S造） 未記入
(2)短柱の量（RC造） 1

(3)壁量(RC造） 0.5
(1)平面の不整形成 1
(2)壁配置（RC造） 1

(3)立面の不整形成 1
(4)ピロティ 0.5

(1)建築年数 1
(2)劣化状況・メンテナンス 1

(3)被災経験 0.5
(4)増改築・用途変更 1

(1)劣化状況 0
(2)柔剛関係 1
(1)劣化状況 0.5
(2)柔剛関係 1

B-3)天井 (1)劣化状況 1 3 0.2
(1)基礎形式 1

(2)基礎周辺状況 未記入
(1)杭基礎の設計年代 1

(2)地盤改良 未記入
(1)敷地周辺状況 1

(2)土質 0
(3)地形・地域性 1

(1)地盤種別 0
(2)沖積層の厚さ 0.5
(3)地形・地域性 0

(4)地名 0
(1)液状化経歴・危険度 0.5

(2)10m以浅の土質 1
(3)地下水位 0

(4)砂地盤のN値 1
(5)地形・地域性 0

(1)衛生設備 1
(2)電気設備 1
(3)空調設備 0.5
(4)IT設備 1

(1)キャビネット・ラック類 1
(2)吊りもの・照明 1

(3)危険物 1
(1)屋上設備 1

(2)屋上付帯物 0.5
(1)外部避難階段 0.5
(2)壁面付帯物 1

(3)外構 1
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D-3)液状化現象

D 地盤

A-1）耐震性能

A-2)建物形状

A-3)経年劣化

B-1)内外壁

B-2)開口部
B 建物二次部材

A 構造躯体

C-1)常時健全性

C-2)地震時安全性
C 基礎

D-1)地盤沈下

E 設備・機器

D-2)地盤の揺れやすさ

E-1)建築設備

E-2)機器・什器

E-3)屋上工作物

E-4)屋外工作物

𝑠𝑖
項目スコア

𝑤𝑖
重み

診断シートの構成と階層構造 チェックシートの作成 レーダーチャートとスコア デモンストレーション まとめ （その３）



総合評点

・・・（２）式𝑆 =  

𝑘=1

5

𝑒𝑘 ×𝑊𝑘 ×
100

5

 

𝑘=1

5

𝑊𝑘 = 1.0

𝑆 =0～100点

■総合評価

クライテリア ランク スコア

建物の健全性は高い 松 75～100

建物の健全性は中位（詳細診断を行い健全性のチェックが必要） 竹 50～75

建物の健全性は低い（補修・補強を前提とした詳細診断が必要） 梅 0～50

診断項目 診断細項目 調査項目 調査スコア 評価細項目スコア 細項目重み 評価項目スコア 評価項目重み 総合スコア

(1-a)設計年代(RC造) 1

(1-b)設計年代（S造） 未記入
(2)短柱の量（RC造） 1

(3)壁量(RC造） 0.5
(1)平面の不整形成 1
(2)壁配置（RC造） 1

(3)立面の不整形成 1
(4)ピロティ 0.5

(1)建築年数 1
(2)劣化状況・メンテナンス 1

(3)被災経験 0.5
(4)増改築・用途変更 1

(1)劣化状況 0
(2)柔剛関係 1
(1)劣化状況 0.5
(2)柔剛関係 1

B-3)天井 (1)劣化状況 1 3 0.2
(1)基礎形式 1

(2)基礎周辺状況 未記入
(1)杭基礎の設計年代 1

(2)地盤改良 未記入
(1)敷地周辺状況 1

(2)土質 0
(3)地形・地域性 1

(1)地盤種別 0
(2)沖積層の厚さ 0.5
(3)地形・地域性 0

(4)地名 0
(1)液状化経歴・危険度 0.5

(2)10m以浅の土質 1
(3)地下水位 0

(4)砂地盤のN値 1
(5)地形・地域性 0

(1)衛生設備 1
(2)電気設備 1
(3)空調設備 0.5
(4)IT設備 1

(1)キャビネット・ラック類 1
(2)吊りもの・照明 1

(3)危険物 1
(1)屋上設備 1

(2)屋上付帯物 0.5
(1)外部避難階段 0.5
(2)壁面付帯物 1

(3)外構 1
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D-3)液状化現象

D 地盤

A-1）耐震性能

A-2)建物形状

A-3)経年劣化

B-1)内外壁

B-2)開口部
B 建物二次部材

A 構造躯体

C-1)常時健全性

C-2)地震時安全性
C 基礎

D-1)地盤沈下

E 設備・機器

D-2)地盤の揺れやすさ

E-1)建築設備

E-2)機器・什器

E-3)屋上工作物

E-4)屋外工作物

𝑒𝑘
評価項目

スコア

𝑊𝑘
評価項目

重み

𝑆

診断シートの構成と階層構造 チェックシートの作成 レーダーチャートとスコア デモンストレーション まとめ （その３）

総
合
評
点



評価尺度（クライテリア）

松

竹

梅

建物の健全性は高い

建物の健全性は中位
（詳細診断を行い健全性のチェックが必要）

建物の健全性は低い
（補修・補強を前提とした詳細診断が必要）

75～100

50～75

0～50

𝑆

診断シートの構成と階層構造 チェックシートの作成 レーダーチャートとスコア デモンストレーション まとめ （その３）



デモンストレーション
●ものつくり大学建設棟
A.構造躯体を例にデモンストレーションを行います。

診断シートの構成と階層構造 チェックシートの作成 レーダーチャートとスコア デモンストレーション まとめ （その３）

建物診断システム
mitarou

診太郎 建設棟(デモンストレーション).xlsx
診太郎 建設棟(デモンストレーション).xlsx


まとめ

▲Excelのワークシートを用いて、
建物の健全性を評価するシステムを開発

▲カスタマイズ可能なので、今後改善を行うことができる

▲（その３）で本学諸施設へ適用し、有効性を検討

診断シートの構成と階層構造 チェックシートの作成 レーダーチャートとスコア デモンストレーション まとめ （その３）


